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【はじめに】

　第二 次世界大戦前後 には ， 特別科学教育と呼

ばれる，科学者・技術者 の 育成を 目的 の ひとつ と

し，理 数科に 多くの 時数を割 い た教育課程 が存在

して い た。本発表は ，こ の 特別科 学教育の 中で ，

どの ような教育内容がどの ような教授方略 に もとつ

い て実施され て い たか に つ い て 分析するこ とを目

的とする。

【特別科学教育の カリキ ュ ラム 概略 】

　特別科学教育は ，東京，金沢，広島，東京女子

の 各高等師範学校お よび 京都帝国大学の 指導の

下，そ の 附属 中等学校・
国民学校に お い て実施さ

れ て い た。特 別科 学教育 の カ リキ ュ ラム は 当時 の

文部省公 示による標 準的なカリキ ュ ラム と比較して ，

理数系教科 目に多く時数 が割か れてい た。また，

理数系教科 目の 中で も ， 東 京高等師範学校で は

数学・物象が ， 京 都帝 国大学 で は数 学・物象 ・生

物が，金 沢 ・広 島の 高等師範学校に お い て は 数

学・物象 ・生物 に 加 え工 作が重視されるなど，各実

施校 の 創意工夫にもとつ い て 実施されてい た。

【教育内容 の 特色】

　特別科学教育で は ，対象となっ た国民学校 第 4

学年か ら中学校第 4 学年まで で ，高等学校第 2学

年まで の 学力を身に つ けさせ ることが 目標とされ て

い た。金沢 高等師範学校 の 「特別科学学級理 科

（物象）指導要 綱案」における教授事項をみ ると，

昭和 18（1943）年 の 「中学校教科教授及修練指導

要 目」に示され て い る
一

般 の 学校に 対す る教授 事

項と類 似性 がみ られ，その 教授事項は早期 の 学習

段階に 配 置され て い た。金 沢 高等師範学校 の 特

別科学教 育では ， 当時 の
一般的な学校で の教育

内容を考 慮 にい れ つ つ ，教育内容が作成され て

い たことが伺 える。

　また，児薫 ・生徒が 自ら題材を選定し， 研究を行

う自由研究の実施 （東京高等師範学校 ・金 沢高等

師範学校）や理数科理科と芸能科工 作を
一

体とし

た科 目で ある理 工 の 設置 （広 島高等師 範学校 附

属国民学校），実地 で の 研 修を中心とした宿泊科

学修練（金 沢 高等師範学校）など，各実施校独 自

の 取り組み も行われ て い た。

【教授方略の 特色】

1） 指導環境

指導教官は 基本的に実施校 の 教員で あっ たが，

上級学年を中心 に文理科 大学や帝国大学，高等

師範学校の 教授なども直接指導して い た，さらに，

施 設面で は 文理 科 大学や高等師範学校の 施設も

適宜授業で使用され て い た。

　1 学級あた りの 人数をみると，各実施校で差があ

るもの の ，15か ら 30 人で あり，少 人数 で 教育が行

われ て い た。加えて，1 授業に 2 人の 教員が指導

に あたることもあっ たようである。

2） 教材の取り扱い の 例

　「液体ノ膨張」を例 に とると， 金 沢高等師範学校

の 「特別科学教育指導細 目（自昭和 二 十年 至 同三

月）」の 中で，その 内容が 「水ガ四度デ最大密度ヲ ト

ル コ トヲ如何ニ シ テ 実験ス ル カ種種 ノ方法ヲ 案出 セ

シ メソノ中簡 単ナ方法ニ テ 実験セ シ ム。」と記され て

い た。そ の 他 の 教材 の 内容に つ い ても，「実験法 ノ

工 夫」や 「実験 方法 ノ案出」などの 文言が多く見受

けられたように，実験 に対 して，生徒に考えること，

工 夫するこ とが求め て い ることが伺える。また ，「理

科教科書ニ テ 取扱ハ レ居 ル 教材 ナル 故ソレ ヲ更二

詳 細二 研 究ス 」とされた教材もあり，

一
般 的な学校

より詳細な実験も実施されて い たことが伺える。

【おわりに1
特別科学 教育では，高等学校第 2学年程度まで

の 教育内容を指 導するこ とを基本とし，さらに 自由

研究などに よっ て 「科学者 トシ テ ノ研究並 二 生活態

度ノ訓練」も重視され て い たとい える。加えて ，指

導者，施設 ，1 学級 の 人 数など の 指導環境や観

察・実験に よる探究活動を中心 とした指導などに

工夫が見られた。

　特別科学教育の 目的として ，科学者 ・技術者 に

必 要な能力 の育成が掲げられ て い たが ， 上 述 の

工 夫はそれを具体化 した教授方略とみ なす こ とも

可能 で ある。
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